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1. P. 76，例題 13.4の直前に以下の文章を挿入（これに伴い，以下の定義の番号は繰り下げ）

ここで次の定義をしておく．

定義 13.1 位相空間 X, Y に対して，f : X → Y を単射な連続写像とし，f(X) を
f(X) ⊂ Y によって与えられる部分位相空間とする．X と f(X)が同相であるとき，
f は埋め込み写像という．

2. 例題 13.4の証明の中の 76ページ (下から 6行目と 5行目の間)に，次の文を挿入．

　 f は単射連続であることが示されたから，f が埋め込み写像であるためには，
f : X → f(X) が開写像であればよい．例題 13.5 より，{f−1

n ((0, 1])|n < ω} は X

の開基である．Vn = f−1
n ((0, 1]) とすると，例題 9.9 の証明と同様に，任意の n ∈ N

に対して，f(Vn) が f(X) で開集合であればよい．Wn = pr−1
n ((0, 1]) とおくと，

f−1(Wn) = Vn であるから，f(Vn) = f(X) ∩Wn となる．よって f(Vn)は f(X)にお
いて開集合であることがわかる．


